
（別紙３）

～ 令和８年　４月　１７日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

～ 令和８年　４月　１７日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員は、様々な活動を取り入れる用、アイデアの
　アンテナを働かせること、外部研修会などへ
　参加することに取り組んでいます（継続）

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外部団体との交流は引き続き、支援の意味、
　対応方法について考えていきます
・昨年からグループ内の事業所間の交流を
　開始しましたのでPDCAを回していきます

2

・訓練を行った場合は、送迎時に必ず説明する
・実施報告のお知らせ（書面）の配布回数を検討する

3

・個人情報の取り扱い、情報漏洩のリスクを検討
　した上で現状行っている報告・説明を見直し、
　新たな（ＳＮＳも含め）方法も検討して行きます
　（継続準備中）

○事業所名 あおぞら・ちはらだい（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和８年　３月　２0日

○保護者評価有効回答数

令和８年　３月　２3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　５月　１１日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・お子様の活動状況の、より明確な報告・説明
　について課題と思われます

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・当事業所以外との交流について ・外部団体との交流は引き続き、支援の意味、
　対応方法について考えていきます

・災害時の避難訓練などの報告について
　（含む、緊急対応、感染症対策などの説明）

・災害時避難訓練・不審者対応訓練などを行って
　いますが、  保護者様への報告方法に課題がある
　と考えます

・お子様の発達のでこぼこを職員が確り認識し、
   お子様毎の支援を心がけていることが、
　保護者様より信頼いただけているところと
　考えます（継続）

・「体を動かす」活動、「集団遊び」活動を
　　必ず組み合わせて行い、活動の中でお子様毎の
　　支援を行っています（継続）

事業所における自己評価総括表公表


